
【取組内容】 『デジタルとリアルの最適な融合』を研究主題とした公開研究会の実施

習志野市立第一中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【研究方法】 『デジタルとリアルの最適な融合』
１．日常の授業実践においてICT機器を活用する。
２．校内研修を通して、ICT機器の活用の仕方、アプリの共有実践を通して、
情報のアップデートをするとともに日常的な授業実践を振り返る。

３．研究授業等を通して、発問の仕方や板書の仕方について吟味実践する。

各教科における意見共有アプリ等を活用した、
『個別最適な学び』・『協働的な学び』の一体的な充実の促進

【校内研修】
・千葉大学の先生に全体講師を依頼し研究を進める。
・千葉大学教育学部附属中学校の先生方から指導・助
言をいただきながら研究を進める。

【教科部会】
・導入ー展開ーまとめ各場面ごとに、目的に応じて使
い分けるICT機器の活用の工夫を進める。
・日々の授業でのICT機器活用の充実を図る。

【公開研究会（全教科）の実施】
〇市内、県内、県外の方々と、『デジタルとリアルの最適な融合』について意見
交換を行うことで、新たな課題も見つかり研究が深まった。
〇教員、生徒ともにICT機器を有効に活用することで、指導及び学びの充実に
つながった。



【取組内容】 共有アプリ等を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実

習志野市立第一中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◎学習課題に対する予想やまとめ・考察において、共有アプリ等を活用する。
⇒多くの生徒の予想を共有することで、思考力が高まった。
⇒まとめや考察等を共有することで、仲間から学び、思考力や学習意欲の向上にも繋がった。



【取組内容】 デジタル採点システム導入による職員の働き方改革の推進

習志野市立第一中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◎採点時間が大幅に削減できる。（これまでの半分以下の時間で採点が終了）
◎生徒の学習履歴のデータの蓄積・可視化できる。
◎生徒の理解度が一目でわかり、テスト後の指導にも有効活用できる。

◎教員自作テストの解答用紙をスキャンして取り込むことで、同じ設問の解答が
一覧で表示され、クリックするだけで一括で採点が可能となる。

R5年度より導入：約６割の教員が活用 → R6年度：約９割の教員が活用


